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藤
田
謙
三
校
長
、
在
校
生
五
七

八
人
）
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

当
日
は
校
庭
で
、
横
断
歩
道

の
正
し
い
渡
り
方
か
ら
、
自
転

車
に
乗
っ
た
場
合
の
右
左
折
の
 

合
図
の
し
か
た
な
ど
実
地
に
勉

強
し
た
も
の
で
す
。
 

同
対
策
室
で
は
、
希
望
が
あ

れ
ば
小
、
中
学
校
、
幼
稚
園
等

で
、
い
つ
で
も
安
全
教
室
を
開
 

き
ま
す
の
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

1部 8円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 

合
図
は
 
は
っ

き
り
と
 

交
通
安
全

教
室
の
ご

利
用
を
 

、
 

ょかわら (
 

、 
広a了 、．・ 

O 
世 帯 数 	14,073 

（昭和52年 5 月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,203人 

女 	26,949人 

市 の 人 口 

52,152人 

市
交
通
防
災
対
策
室

の
「
交

通
安
全
教
室
」
は
、
さ
る
四
月

二
十
日
、
市
立
中
央
小
学
校
（
 



昨
年
に
続
き
今

年
も
気
象

の

変
動
が
大
き

く
、
低
温
と
干
ば

つ
が
予
想
さ
れ

て
い
る
と
こ

ろ

か
ら
「
市
異
常
気
象

対
策
本
部
 

（
本
部
長
寺
田
秋
夫
市

長
）
」
 

が
さ
る
四
月
二
＋
五
日
設

置
さ

れ
、
農
作
物

の
被
害
に

対
処
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

対
策
本
部
は
、

北
地
方
農
林

事
務
所
、

五
所
川
原
地
区

農
業

改
良
普

及
所
、

市
農
業
共
済
組

合
な
ど

十

一
の
関
係
機
関
で

構

成
、
事
務
局
を

市
農
林
課
内
に
 

設
置
し
ま
し

た
。
、
 

生
育
状
況

の
は
握
に

つ
と
め
、
 

本
部
で

は
、
異
常
気
象
に

関
 

被
害
が

出
た
場
合

は
早
期
に

対

す
る

情
報
を

集
め
、

農
作
物

の
 
処

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

o
 

農
作
物

の
被
害
に
対
処
し

よ
う
 

異
常
気

象
対
策
本

部
を

設
置
 

気
豪
封
策
本
郡
 

名
薯
繊
幕
 

（第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和52年（1977年）5 月15日（400号） ② 

52年暖候期（4月～9月）の天候予報 

昭和 52年 3 月 10日

青森地方気象台 

春は、寒暖の変化が大きく、梅雨期から盛夏期にかけてはときどき

低温や日照不足など、やや不順な天候のあらわれる期間がある見込み

です。 

おおよそ天候の経過は次のように予想されます。 

春（4-5月）の天候は気温の変動が激しく、内陸部ではおそ霜の

降りる恐れがあります。梅雨入りは平年並（平年日： 6月16日）かや

や早く、前半は梅雨前線が日本の南岸で活動しますが、後半は日本海

側で活発になり、大雨が降りやすくなりましょう。梅雨明けは平年並 

（平年日：7月25日）がやや遅れる見込みです。 

梅雨明け後は夏らしい天候になり暑い期間もありますが、ときどき

北方寒気の影響を受けて夏型が崩れ、局地的な大雨の降る恐れがあり

ます。 

また、梅雨期のi槌や8月の後半には、一時強い低温期がありそう

です。 

初秋（9月）の天候はほぼ平年並に経過するでしょう。 

なお、台風の発生数は平年並（28個くらい）、本土に接近または上

陸する台風は 3-4個ある見込みです。 

（注） 近年大規模な大気の環流が大きく変動し、そのため日本では

昨年の異常冷夏、今冬の寒冬多雪など、そのほか世界的にも異

常な天候があらわれやすくなっております。本年はまだ太陽活

動の弱い期間にあって、夏期も極端な天候のあらわれる恐れが

あります。例えば、北日本を中心とした梅雨期の低温・多雨、 

西日本を中心とした異常少雨などが考えちれますので、今後の 

3 カ月予報に注意して下さい。 

畑
  

りんご勇定時I 賭を除く」 1 日当り 賄な し 4,000 

り ん ご 授 粉 ク 3,000円 3,000円 

り ん ご 摘 果 ク 3,000 3,000 

り ん ご 袋 掛 1日当り能力 3,000枚 3,000 

り ん ご 収 穫 1日当り 賄な し 2,800 2,700 

, 盲 剤 散布作 業 ク 3,000 3,000 

一 般 農 作 業 ク 3,000 2,800 

2 ．耕転機等賃料 

機
械
別
 

作 	業 	別 52年度標準額 

紐 
田 	打 	砕 	き 10 a 	当 	り 4,200円 

m
 
転
 

一
 

畑 打 砕 	き ク 4,100 

田 	荒しろかき 10 a 当り（2回） 3,400 

・田 植 	しろかき ク 	 ク 3,100 
1灰 

耕起 ～ しろかき 10 a 	当 	り 9,500 

ノ 	イ 	ン 	ダ 	ー 糸持10 a 当り 8,500 

草 	刈 	機 1 	日 	当 	り 8,000 

ノ、 ー べ ス タ ー 人付10 a 当り 5,600 

コ 	ン 	ノぐ 	イ 	ン ク 14,000 

ト 	ラ 	ク 	タ 	― 耕転機に準ずる 

田 	植 	機 人付10 a 当り 4,500 

オペレーター賃金 1日当り 5,300円 1時間当り 750円 

農業日雇賃金等標準額決まる 
	  田植えは 3,200円 

1．農業日雇賃金 

田
畑
別
  

『
『

「
 

 

52年度標準額 

男 女 

水
 

田
 

田 	植 1日当り賄なし 3,200円 3,200円 

稲
 

×
  

ク 3,200 3,100 

脱 穀 調 整 ク 3,100 3,100 



係員の指導を受ける参加者 

昭和52年（1977年） 5 月15日（400号） 広報ごしょがわら ③ （第 3 種郵便物認可） 

郵
便
局
 
上
の
女
性
で

郵
便
貯
金
の
 

で
は
昭
和
 

利
用
者
で
あ
る
こ
と
。
 

五
二
年
度
 
②
締
切
 
五

月
三
一
日
 

郵
便
貯
金
 

⑧
応
募
方
法
 
は
が
き
に
、
 

婦
大
モ
ニ
 
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
電
 

タ
ー
を
次
 

話
番
号
、
応
募
の
動
機
、
 

の
要
領
で
 
（
又

は
貯
蓄
に

つ
い
て
の

募
集
し
て
 
感
想

）
モ
ニ
タ
ー
経
験
の

い
ま
す
d
 

有
無
を
記
入
の
う
え
最
寄
 

多
数
の
 

の
郵
便
局
へ
。
 

応
募
を
お
 
圃
謝
礼
 

年
間
五
千
円
 

待
ち
し
て
 
⑤
仕
事
 

年
三
回
程
度
の
ア
 

い
ま
す
。
 

ン
ケ
ー
ト
回
答
、
そ
の
他
。
 

募
集
要
領
 

m
資
格
 

二
〇
歳
以
 

＼
、
、
 

又（ー郵便貯金 	 ＼ 

~婦人モニターを募る 、 る
 

にぎわった：ちびっ子農園さ 

募
 

を
 

,
 

一
 

一
 

一
 

(
 

)
 

域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
で
開
園
し

ま
し
た
0
 

開
園
し
た
“
ち
び
っ
子
農
園
）
 

は
、
三
十
平
方
市
（
約
九

・
一

坪
）
と
十
五
平
方
督
（
約
四
・
 

毎
月
第
一
と
第
三
日
曜
日
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
集
合
は
 
朝
五
時
三
十

分

ま
で
、
市
民
文
化
会
館
前
。
出

発
は
六
時
。
 

▽
対
象
は
 
小
学
校
四
年

生

以
上
の
男
女
で
す
が
、
低
学
年

の
児
童
に
は
父
兄
が
同
伴
し

て

く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、

記

念
バ
ッ
ジ
、
精
勤
さ
れ
た
方
に

は
メ
ダ
ル
を
さ
し
上
げ
ま
す
。
 

な
お
、
参
加
料
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

と
し
て
三
百
円
が
必
要
で
す
。
 

1
 
ボ
ー
ッ
少
J
 

一
 
団
を
募
集
L
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
 

小
学
四
年
生
か
ら
中
学
二
年
 

五
坪
）
が
そ
れ
ぞ
れ

五
十
区
画
で
、
児
童

生
徒
か
ら

一
般
ま
で

八
十

一
人
の
申
し
込
 

み
が
あ
n
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
開
園
式
の
あ
と

父
兄
に
引
卒
さ
れ
た
ち
び
っ
子

た
ち
が
、
な
れ
な
い
手
つ
き
で

ク
ワ
を
ふ
る
っ
た
り
、
ウ
ネ
を

つ
く
り
、
農
業
セ
ン
タ

ー
職
員

の
指
導
で
枝
豆
や
じ
ゃ

が
芋
、
 

ナ
ス
や
大
根
の
種
を
次
次
お
ろ

し
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

ち
び
っ
子
農
園
で
は
、
八
月

十
四
日
に
収
穫
感
謝
祭
（
い
も

煮
会
）
を
予
定
し
て
お
り
、
秋

の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
 
 

生
ま
で
の
児
童
、
生
徒
で
、

一
一

十
六
イ
ン
チ
、
五
段
変
速
以
上

の
自
転
車
を
持
っ
て
い
る
男
子

で
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で

す
。
 

▽
募
集
期
限
 
六
月
一
日
ま

で
。
 

▽
お
申
込
み
先
 
市
教
育
委

員
会
、
太
陽
と
雪
の
課
ま
で
。
 

な
お
、
傷
害
保
険
料
と
し
て

三
百
円
が
必
要
で
す
。
 

1
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
J
 

F
少
年
団
を
募
集
L
 

毎
週
月
・
水

・
金
曜
日
の
午

後
五
時
か
ら
三
道
会
館
で
開
設

し
て
い
ま
す
。
 

参
加
者
は
、

ス
ポ

ー
ッ
傷
害

保
険
料
と
し
て
三
百
円
が
必
要

で
す
。
父
兄
同
伴
で
お
申
込
み
 
 

く
だ
さ
い
。
 

▽
お
申
込
み
先
 
市
教
育
委
 

～
 

。ン
ン
」nノ暮
」ら
・
し刀
讐
】
人
噴
守
 

』
 
の
か
た
が
た
が
、
加
入
電
話

一
 
を新
設
す
る
場
合
、
設
備
料

一
 
（
八
万
円
）
の
分
割
払
い
と

一
  
電
信
電
話債
券
（

十
二
万
円
）
 

《
 
の
引
き
受
の
免
除
が
認
め
ら

？
 
れる
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

『
 
該

当
す
る
方
は
、
次
の
と

一
 

お
り
と

『
  

な
っ
て

い
ま
す
。
 

、
市
民
税
が
非
課
税
と
な

っ
て
い
る
次
の
方
 

m
心
身
障
害
者
、
身
体
障

害
者
、
公
害
病
認
定
患

者
 

②
六
十
五
歳
以
上
の
ひ

と
 
 

員
会
「
太
陽
と
雪
の
課
」
ま
で
。
 

ノ
、
く
）
、
一
く
 

身
障
害
者
や
寝
た
き
り
 

の
配
偶
者
、
ま
た
は
未

成
年
者
と
の
み
生
計
を

共
に
す
る
方
 

岡
配
偶
者
の
な
い
女
子
で

現
に
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方
 

二
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
 

割
払
い
を
す
る
場
合
、
 
 
一
一
回
 

'
 
"

‘
 

一
一
“
．
ー
 
‘万
弓
F

ョ
山1
「
‘
 

(
 

な
い
し
十
二
回
に
分
け
一
年

以
内
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
詳
し

い
こ
と
は
五
所
川
原
電
報
電

話
局

（
四

ー
二
〇
〇
〇
）
へ
 

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
働
く

尊
さ
を
学
び
と
ろ
う
と
、
市
が

四
年
前
か
ら
行
な
っ
て
い
る
“
 

ち
び
っ
子
農
園
）
が
、
こ
と
し

も
さ
る
四
月
二
十
四
日
か

ら
広
 

今年初めてのこおはようサイクI)ングコ 

お膿8包り寸勿凹ンり 

	あなたもどうぞ 

春
を

耕
す
ち
び
っ

子
た
ち
 

枝
豆
や
じ
ゃ

が
芋
を

植
え

る
 

電
話
債
券
、

引
受
を
免

除
 
る

」
備
 

独

居
老

人
等
へ
朗

報
、

粘
を
分
 

に
『
灘
熱
昭
」毒
津
嚢
m
 

豊
好
栃
加
詳
へ一
 

J、
、
“
くくJ、
‘
くく
くs
＼
、
ー
‘
弘
 

一
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お
 
し
 ら
 
せ
 

県
陸

上
競

技
選

手
権
大
会
 

	ノ」、川さん 

花の種子を寄贈 

胃 ガ ン の 早 期 発 見 

52 年 5 月 20 日金 午後 1時 

青森県医師会7階（松木屋うら）T E L(231911 

テーマ 

と き 

ところ 

※無料健康相談・血圧測定等も行います。 

第 26回健康教室のおしらせ 
主催：青森県医師会 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
願
い

ま
す
。
 

次回からの健康教室予定 

06 /22困 あなたの悩み更年期 

〇 7 / 20困 夏場の健康管理 

0 8 / 24困 鼻疾患と学業成績 

09 /21泳 性病の恐しさ 

0 10 /19困 四季と眼 

心
 

「
 

青
森
陸
上
競
技
協
会
主
催
の

五
十
二
年
度
「
青
森
県
春
季
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
」
 
は
、五

月
二
十
一
 
（土
）
二
十
二
（
日
 

）
の
両
日
、
市
内
飯
詰
勤

労
青

少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ

れ
ま
す
。
 

桜
の
苗
木
を

贈
る
 

ー
除
厄
実
行

委
 

昭
和
五
十
二
年
除
厄
実
行
委

員
会

（
会津
明
郎
会
長
）
は
、
 

こ
の
ほ
ど
市
教
育
振
興
会

へ
四
 

市
内
の
昭
和
生
ま
れ
の
事
業

経
営
者
で

つ
く
っ
て
い
る
「
昭

和
パ
ー
ル
会
」
（斎
藤
徳
久
会
長
 五

所
川
原
市
で
ひ
ら
ぐ
 

開
会
式
は
、
モ
前
十
一
時
か

ら
、
競
技
は
午
後
零
時
か

ら
開

始
さ
れ
ま
す
。
男
子
二
十

一
種

目
、
女
子
十
二
種
の
競

技
に
熱

戦
を
展
開
し
ま
す
の
で
多
数
の

ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

万
五
百
四
十
円
を
寄
付
、
ま
た

市
教
育
委
員
会
に
桜
の
苗
木
百

本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

同
教
委
で
は
、
新
築
な
っ
た

市
立
図
書
館
の
周
囲
に
植
え
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

会
員
百
五
十
人
）
は
、
四
月
一
一
 

十
六
日
、
国
体
に
役
立
て
て
下
 

さ
い
と
テ
ン
ト
ー‘
張
り
を
市
に
 

贈
り
ま
し
た
。
 

役
員
の
代
表

が
寺
田
市
長
に

ー
・

目
録
を
手
渡
し
、
 

「
一
致
協
カ
し

て
国
体
を
成
功
 

、
（」
せよ
う
」
と

誓
い
合

い
ま
し

た
。
 

動
物
の
保
護

と
管
理
に
関
す

る
法
律
お
よ
び

・

動
物
の
愛
護
運

動
を
高
め
る
た

め
、
五
所
川
原

保
健
所
に
係
留

さ
れ
て
い
る
犬

と
飼
い
犬
と
の

交
換
、
犬
を
飼

育
し
た
い
方
へ

の
払
い
下
げ
を
 

行
な
い
ま
す
。
 

▽
と
き
 
五
月
以
降
、
毎
月

第
三
月
曜
日
（
午
前
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
）
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
保
健

所
 な

お
、
交
換
手
数
料
な
ど
は

不
要
で
す
。
 

市
内
下
平
井

町
で
種
苗
店
を

営
ん
で
い
る
小

川
忠
明
さ

ん
は

さ
る
四
月
二
十

一
日
国
体
室
に

花
の
種
子
五
百

袋
を
贈
り
ま
し

た
。
 

秋
の
国
体
を

前
に
少
こ
し

で
 

も
町
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
贈

っ
た
も
の
で
、
国
体
室
で
は
、
 

農
業
セ
ン
タ
ー
に
育
て
て
も
ら

い
、
市
民
に
分
け
て
や
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

郵
便
ま
め
知
識
〉
①
 

＠
現
金
を
送
る
と
き
は
現
金
封

筒
で
。
 

普
通
の
封
書
に
現
金
を
入
れ

て
送
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
禁
じ
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
た
と
え
少

額
で
も
発
見
さ
れ

る
と
受
取
人
に
配

達
さ
れ
な
い
で
、
 

差
し
出
人
に
戻
さ
れ
る
う
え
に

還
付
料
金
三
百
円
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
金
は

現
金
封
筒
一
枚
に
十
万
円
ま
で

入
れ
て
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

そ
の
場
合
損
害
賠
償
額
を

申
し
 

フ
国
体
室
、
消
防
会
コ
 

ー
館
ニ
階

に
移
る

L
 

三
道
会
館
で
事
務
を
執
っ

て

い
た
市
の
国
体
室
は
、

さ
る
四

月
二
十

一
日
か
ら
消
防
会
館
一
一

階
会
議
室
に
移
り
ま
し
た
。
 

四
月
の
庁
内
人
事

異
動
に
よ

り
、
国
体
室
は

二
人
増
員
と
な

り
、
着
々
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
 

生
活
環
境
 

4
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

・
ー
 

わ

4
 

住
み
ょい
 

ん
レ

環
境
づく
り
に
で
百
 

出
る
こ
と
で
す
。
 

も
し
、
事
故
が
あ
っ
て
、
相
手

方
に
届
か
な
い
よ
う
な
と
き
、
 

申
し
出
が
な
い
と
賠
償
は

一
万

円
で
ス
ト
ッ
プ
。
申
し
出
て
お

く
と
十
万
円
を
限
度
に
賠
償
さ

れ
ま
す
。
 

〇
大
事
な
物
を
送
る
時
は
書
留

郵
便
で
。
 

書
留
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
 

万

一
な
く
な
っ
た
り
、
こ
わ
れ

た
り
し
た
場
合
に
補
償
し
て
も

ら
い
た
い
金
額
を
窓
口
で
お
申
 
 し

で
く
だ
さ

い
。
「物
品
書
留
」
 

で
は
損
害
賠
償
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
最
高
百
万
円
ま
で
申
し
出

の
範
囲
内
で
賠
償
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 こ
の
申
し
出
が
な
い
と

賠
償
金
額
は

一
万
円
以
下
と
な

り
ま
す
。
「簡
易
書
留
」
に
つ
い
 

て
は
申
し
出
の
制

度
が
な
く
、
最
高

五
千
円
が
賠
償
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
普
通
の
郵
便
物
に

つ
い
て

は
、
事
故
の
「
調
査
は
す
る
が

賠
償
は
し
を

い
」
 
と
い、
つ
こと

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

昭
和
パ
ー
ル
会
で

テ
ン
ト
贈
る
 

係留犬と飼い犬

交換します 

緑
で
迎
え
て
 

笑
顔
で
応
待
 

ご

存
じ

で

す
か
 

知
っ

て
い

て
得
を
す
る
話
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